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男子非淋菌性尿道炎の実態 とMinocyclineに よる治療効果

 - クラ ミジア また は ウ レア プ ラズ マ感 染症 につ いて - 
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   Thirty-nine male patients with urethritis were studied for gonorrhoeal or nongonorrhoeal infec-
tions. Only 2 patients were infected with N. gonorrhoeae, the other 37 patients were nongonorrhoeae 
urethritis (NGU). In 9 of these patients, C. trachomatis was identified and in 6 patients, U. urealyticum 
was isolated. No chlamydial urethritis was combined with ureaplasma. There was no clinical dif-
ference between chlamydia and ureaplasma infection, such as serous urethral discharge or mild py-
uria. Minocycline was given orally at the dose of 200 mg daily for 7 to 42 days to these patients. 
Seven of the 9 patients (78%) with C. trachomatis and 7 of the 6 patients (67%) with U. urealyticum 
infection showed improvement of subjective and objective symptoms after minocycline. In no case, 
was an adverse reaction noted. Minocycline was effective in the treatment of both C. trachomatis 
and U. urealyticum urethral infection.
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緒 言

最近では性風俗の多様化,性 病に対する認識の低下

などにより性行為に伴 う感染症(sexuallytransmit-

teddisease:STD)が 増加 してきてお り,重 要な社

会問題となっている.

STDの 原因微生物も診断技術の進歩に よりその実

態が明らかになりつつ あるが,泌 尿器科 領 域では

Nei∬eriagonorrhoeaeセこよる尿道炎のほかに,非 淋菌

性尿道炎(NGU)の 原因微生物 としてChlamydia

trachomatis,UreaPlasmaurea:yti¢umが 大 き く関与 し

て い る こ とが 最 近 明 らか に な って きたD.

わ れ わ れ は この機 会 に ク ラ ミジ ア,ウ レア ブ ラズ マ

感 染 に よるNGUに 対 しminocycline(MINO)を

投 与 して,そ の有 用 性 を 検 討 した の で 報告 す る.

対象ならびに投与方法

i.対 象患者

1985年1月 から1986年11月 までに香川医科大学附属

病院泌尿器科を受診した男子尿道炎患者のうち,ク ラ
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ミジアまたはウレアプ ラズマ陽性例に対してMIND

の投与を行なった.

2.尿 道炎の診断基準

尿道分泌物を認め,尿 道擦過標本をグラム染色 して

1,000倍鏡検し5視 野の平均多形 白血球(pQlymor-

phonuclearleukocytes;PMN)が4コ 以上,ま た

は初期尿沈渣400倍 鏡検(以 下hpf)で5視 野の うち

1視 野にでも15コ 以上のPMNが 認 められるもの.

1725

Table1.Resultsofpathogeninmaleurethritis.

Pa4hogen NoofCasas(%)

Naissariagonorrhoeae

Chlamydiatrachomatis

Ureaplasmauroalyticum

Others

Unknown

2

9

s

8

23

(a)

(19)

(tz)

(7T)

(ae)

ae

Table2.ClinicalresultsofNGUcasestreatedwithminocycline.
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しかしこの条件を満た していないものでも,尿 道炎様

の症状を有し,ス メアからクラミジアあるいはウレア

プラズマが検出された症例 も検討Y`加 えた.

3.ク ラ ミジアの同定法

尿道炎患者 より,綿 棒にて尿道粘膜上皮細胞を擦過

剥離 これをスライ ドグラス上に塗布して乾燥させ,

メタノールで固定後,FITC標 識抗C.trarhomatis

モ ノ クローナ ル抗体(ク ラミセット,ミ ドリ十 字

社製)を 用いて染色を行な い,蛍 光顕微鏡にてAp-

plegreenに 明るく輝く基本小体(E.B.)が 認められ

たものを クラミジア陽性と判定した.

3,ウ レアプラズマの同定法

PPLOプ ロス粉末,イ ーストエキス,フ ェノール

レッド,マ イコプラズマ血清画分,お よび尿素を含む

液体培地に検体を接種 した後,37℃ で培養を行なう・

約16時 間から24時 間で培養液の色調が赤色に変化した

場合を ウレアプラズマ陽性と判定 し,さ らにこの一部

を前述の液体培地にbact・agarを 加x.て 作製した寒

天平板培地に接種 し,37℃ で嫌気培養行い,寒 天平

板上のコロニーでウレアプラズマの発育を確認 した2).

4.投 与量お よび投与方法

MINOを1回100mg,1日2回 内服 で7日 ～42

日間の連続投与を行なった・総投与量は1,400mgか

ら最高8400mgで あった・

5.効 果判定法

薬剤の投与終了後,排 尿痛,尿 道分泌などの自覚症

状と膿尿や尿道スメア中のクラミジア,ウ レアプラズ

マの有無な どの他覚的所見に より効果判定を行なっ

た.

結 果

1985年i月 から1986年Il月 までに尿道炎と診断され

た男子症例数は48例 でこのうち2例 が淋菌性尿道炎で

あ り,NGUは43例(96%)で あ った,尿 道炎 と診

断されても起因菌が分離されないものが23例(48%),

起因菌の判明したものとしては,ク ラミジア9例(19

%),ウ レア プラズマ6例(12%),そ の他としては

∫'αρ'`アZO600傷5epidermidisやgramク0∫∫`勿ρrodsな ど

であった(Table1).

クラ ミジアまたはウレアプラズマ陽性例の12例(31

%)の 大要を示す(Table2).ク ラ ミジァ,ウ レァプ

ラズマともに陽性の混合感染は1例 もみられ:なかっ

た.MINO投 与終了後尿道スメアの再検がなされた

症例はクラミジア感染の5例 とウレアプラズマ感染5

例で,い ずれもMINOに よる治療後陽性と診断さ

れたものが2例 ずつ認められた.ク ラミジアまたはウ

レアプラズマの自覚症状では大部分の症例で下着に付

着した汚点に より尿道分泌物の存在が 自覚 され てい
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Table3.Improvement
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of"senseofresidual Table8.Improvementofpyuria,

AsenseofBeforetreatmenkAftertreatment
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(subjectivej.

ofurethraldischarge

Table9.Overallclinicaleaicacyofminocycline
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Table5.Improvementofpainonurination.

P8ino口 凹rination
BeforetreatmentAftertreatment

No.ofCases(%)No.ofCases(%)

十十十

十 十

十

2(t3)

4(27)

6(ao)

3(20)

o(o)

o(o)

3(20)

72(80)

た.排 尿痛,尿 道異和感,残 尿感はいずれも半数近く

に認められた.こ れらに対し膿尿は101hpf以 上みら

れたものが3例,3～9/hpfが3例,1～4/hpfが9例

と軽度なものが多かった.MINOに ょる治療後では

尿道分泌,膿 尿,排 尿痛はほとんど改善 しているが尿

道異和感は約半acv:..存続 してみられた(Table3～8),

15例 の最終の効果判定では,「著勧」6例,「 有効」5

例,「不変」4例 で,「 有効」以上が11例 で,本 剤の有

効率は73%で あ った(Tab夏e9).

考 察

Table6, Improvementofabnormalurethral

feeling.

abnormalBeforetreatmentAftertreatment

urethralfeelingNo.ofCases(%)No.ofCases(%)

十十十

十十

十

e(ao)

5`33}

1(7)

3(20)

o(o)

6(40)

1⊂7)

8(63)

Table7.Improvementofurethraldischarge.

urethraldischarge
Bofor● 急「0自t弼10ntAf4e「 亀「0薗セm●nt

No.ofCases(%)No.ofCeees(%)

十十十 1(T) oco)

十十 7147} 1(7)

十 2(73) o(0)

蝉 6(33) 14(83)

近年診断技術の進歩 に.よりSTDの 原因微生物 が

明らかとなってきている.こ れまでは性病予防法に定

め られ てい る淋菌が尿道炎の おもな起因菌であった

が,今 回の集計でも明らかなようにSTDと 考えられ

る41例 の尿道炎の症例中,淋 菌性のものはわずか2

例(5%)に す ぎず他はすべてNGUで あった.最 近

NGUの 原因微生物として クラミジア感染症の報告3,6)

が急増しており,わ れわれのNGU43例 の うちでも

9例(20%)Y'ク ラミジアが検出されている.ク ラミジ

ア感染症の治療 としてはこれまではオウム病の病原体

であるC.psBttaciに よる呼吸器系感染症が治療の対象

となってきたが,NGUの 起 因微生物としてC.tra-

chomatisに よる尿道炎が注目されるにいたっている.

ウレアプラズマは,(∴ 伽6h伽 α廊 が関与している以外

のNGUの 原因菌として考え られているが,わ れわ

れの症例では6例(12%)に 認 められた.し かしウレ

ァプラズマは男性の60%,女 性 の70%と 正常者にも高

率に分離され,ま たセ ックスパー トナーの数が多くな

ると分離率 も上昇すると報告されている4).さ らに,

クラミジァがウレアプラズマの増殖を抑制する可能性
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が示唆されているが4),今 回の集計でもウレアプラズ

マ陽性例で クラミジアが同時Y`分 離された症例は1例

もみられなかった.

このことからもウレアプラズマがNGUの 起因菌

と明確に断定することは困難といえるが,男 子尿道炎

患者の内Y'陽 性であった症例が存在 したことは少なく

ともウレアプラズ マがSTDの 原因菌として何らか

の関与を示す と考えられる.

クラミジアや ウレアプラズマによるNGUの 臨床

症状として特徴的なことは,淋 菌性尿道炎と異な り,

尿道分泌物はほとんどのものが漿液性であった.ま た

分泌物があってもその量はごく少なく,朝 方下着がよ

ごれているのに気付くといった程度で,膿 尿も半数以

上が軽度であったように,症 状自体は軽度である.

MINOが クラミジア感染症やウレアプ ラズマ感染

症に有効であることはよく報告 されている5・6).今回

MINDを 使用して得られた結果では,ク ラミジア陽

性例のNGUで は9例 中3例 が著効,4例 が有効,

さらに2例 においては一部有効,治 療後もクラミジア

陽性のものが2例 に認められた.し たがって著効と有

効を合わせ ての総合臨床効果は クラミジア性NGU

では9例 中7例(78%)で あった.ウ レアプラズマで

は6例 中3例 が著効,i例 が有効 さらに2例 が一部

有効でありその総合臨床効果は6例 中4例(67°o)に

有効であった,ウ レアプ ラズマにおけ るNGUの

MINOY`よ る治療後の尿道スメア中に依然として ウ

レアプラズマが検出されたものが2例 に認められてい

るが,こ れらの臨床症状は治療前に比較 して改善して

おりMINOに よる効果があったものと考えられる.

このように治療後もなおかつクラミジアまたはウレ

アプラズマが検定された原因として,今 回セックスパ

ートナーを同時に治療していないことや ,MINOに

耐性であるクラミジアまたはウレアプラズマの存在も

考xら れるが,明 確な判定は下 しえない.

TableIQ.InfectionrouteofNGU.

Infeetionalroute Cases(%)

Par4ner

Amateur

Prostitute'

Unknown

Nochance

2

1

7

5

0

(14)

(7)

(as)

〔鵠)

(o)

Soapland:6,Pinksalon:1
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最後にこれらSTDと 考 えられるNGUの 感染経

路について問診に より調査した結果をTablelOに

示 した.妻 や友人などから2例,行 きず り1人,今 日

流行のソープラソド,ピ ソクサロンよりが7例 と圧倒

的に現代風俗営業が多 く,性 風俗産業の繁栄の現状が

STD感 染経路からも明らかであろう.ま た性交形態

の多様化とピルやIUD(intrauterinedevices)の

普及に より無防備な性的交渉が増加しているこ とも

STDの 蔓延の要因の一つと考えられた.

結 語

1)STDと 考 え られ る男子尿道炎患者48例 について

調査 した結果,淋 菌性2例 で原因菌不明は23例 であっ

た.ク ラミジア陽性例は9例(19%),ウ レアプラズ

マ陽性例は6例(12%)で あった.

2)ク ラ ミジァ陽性例で,ウ レアプラズマが同時に分

離された尿道炎は1例 もみられなかった.

3)ク ラ ミジアまたはウレアプラズマ陽性NGUで 尿

道分泌物は漿液性のものが多 く,膿 尿などは軽度であ

った.

4)ク ラ ミジアまたはウレアプラズマ陽性のNGUに

対 してMINOを 投与した結果,ク ラミジア性NGU

で78%,ウ レアプラズマで67%の 総合臨床効果が得ら

れた.

5)ク ラ ミジア,ウ レアプラズマの感染経路では,ソ

ープラソドなど現代性風俗営業からの感染が最 も多か

った.
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